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第１  公園区域の変更 

 変更理由 

坊野間県立自然公園は，南さつま市笠沙町片浦から野間岬，坊津を巡り，枕崎市の立神に

至るリアス海岸一帯及びその周辺海域や野間岳，亀ヶ丘からなる。 
本公園は，昭和 28 年 3 月 31 日に指定され，昭和 30 年 3 月 28 日に利用計画を，また昭

和 32 年 4 月 15 日に特別地域を定め，平成 15 年 5 月 6 日に公園区域の一部変更を行った。 
 
野間岳は，標高 591m の火成岩からなる円錐状の山であり，開聞岳，金峰山と並び「薩摩

半島の三名山」に数えられ，九州百名山にも選ばれている。野間岳の美しい円錐状の山体は

周囲からもよく見える。また，付近を往来する船舶の目印となることから，山腹の 8 合目に

ある野間神社は，船乗りや漁業関係者から厚く信仰されている。さらに野間神社周辺は自然

林のミミズバイ－スダジイ群集が分布するなど自然的価値が高い。野間岳は，レクリエーシ

ョンの場，周囲からの景観資源，信仰対象及び自然林の存在など多様な価値を持っている。 
亀ヶ丘は，パラグライダーの利用，展望所からの眺望などを楽しめるほか，集塊岩からな

る急峻で特異な地形を観察することができる。また，自然林のアラカシ群落やミミズバイ－

スダジイ群集が分布し，絶滅危惧種の植物が多く生育するなど自然的価値も高い。 
磯間嶽においても，集塊岩からなる急峻で特異な地形を形成し，それらはロッククライミ

ング，登山や自然観察などで利用されている。また，自然林のアラカシ群落が分布し，絶滅

危惧種の植物が多く生育するなど，亀ヶ丘同様に自然的価値も高い。 
 
以上より，現存する良好な風致景観の保護を目的として，野間岳周辺，亀ヶ丘周辺の一部

を拡張し，磯間嶽周辺を編入するとともに，道路改良に伴う公園区域の見直しを行なうもの

である。 
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指

定
理
由

の
変

更
内

容
 

指
定

理
由

を
次

の
と

お
り

変
更

す
る
。

 
（

表
１
：

指
定

理
由

変
更

表
）

 
変

更
後

 
変

更
前

 
坊

野
間
県

立
自

然
公

園
は
，
南

さ
つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

か
ら

野
間
岬
，
坊
津

を
巡

り
，
枕

崎
市

の
立

神
に

至
る

リ
ア

ス
海

岸
一

帯
及
び

そ
の

周
辺

海
域

や
野

間
岳
，
亀
ヶ

丘
，
磯
間

嶽
か
ら

な
る
。 

海
岸

線
は

，
大

小
無

数
の

小
島

や
岩
礁

が
見

ら
れ

，
屈

曲
の

多
い
樹

枝
状

の
入

り
江

を
も

ち
，

海
岸

付
近

は
急

傾
斜

を
な

し
，
そ
れ

が
直

接
海
に

迫
っ

て
い

る
な
ど
，
リ

ア
ス

海
岸

特
有

の
景
観

を
呈

し
て

い
る

。
 

野
間

岳
は
，
標
高

59
1m

の
火

成
岩
か

ら
な

る
円

錐
状

の
山

で
あ
り
，
開

聞
岳
，
金
峰
山

と
並

び
「

薩
摩
半

島
の

三
名

山
」
に

数
え
ら

れ
，
九

州
百

名
山
に

も
選
ば

れ
て

い
る

。
野
間
岳

の
美
し

い
円

錐
状

の
山

体
は

周
囲

か
ら

も
よ
く

見
え

る
。
ま
た
，
付

近
を
往

来
す

る
船

舶
の

目
印

と
な
る

こ
と

か
ら
，
山
腹
の

8
合

目
に

あ
る
野

間
神

社
は
，
船
乗
り

や
漁
業

関
係

者
か

ら
厚

く
信

仰
さ
れ

て
い

る
。
さ

ら
に

野
間

神
社
周

辺
は
自

然
林

の
ミ

ミ
ズ

バ
イ

－
ス
ダ

ジ
イ

群
集

が
分

布
す

る
な
ど

自
然

的
価

値
が

高
い

。
野
間
岳

は
，
レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン
の

場
，
周
囲

か
ら

の
景

観
資
源

，
信

仰

対
象

及
び

自
然

林
の

存
在

な
ど

多
様
な

価
値

を
持

っ
て

い
る

。
 

亀
ヶ

丘
は
，
パ
ラ

グ
ラ

イ
ダ
ー

の
利
用
，
展
望

所
か

ら
の
眺

望
な
ど

を
楽

し
め

る
ほ

か
，
急
峻

な
集

塊
岩

が
そ

び
え
，
特
異
な

地
形
を

観
察

す
る

こ
と

が
で

き
る
。
ま

た
，
自

然
林

の
ア

ラ
カ
シ

群
落

や
ミ

ミ
ズ

バ
イ

－
ス

ダ
ジ

イ
群
集

が
分

布
し
，
絶
滅
危

惧
種
の

植
物

が
多

く
生

育
す

る
な
ど

自
然

的
価

値
も

高
い

。
 

磯
間

嶽
に

お
い

て
も

，
急

峻
な

集
塊
岩

が
特

異
な

地
形

を
形

成
し
，
そ

れ
ら
は

ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ

ミ
ン

グ
，
登

山
に

よ
る

観
察
な

ど
で
利

用
さ

れ
て

い
る
。
ま

た
，
自
然

林
の

ア
ラ

カ
シ
群

落
や
絶

滅
危

惧
種

の
植

物
が

多
く

生
育

す
る
な

ど
，

亀
ヶ

丘
同

様
に

自
然
的

価
値

も
高

い
。

 

現
行

指
定

書
に

記
載

な
し

。
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地

域
の
概

要
の

変
更

内
容

 

地
域

の
概

要
を

次
の

と
お

り
変

更
す
る

。
 

（
表

２
：

地
域

概
要

変
更

表
）

 
変

更
後

 
変

更
前

 
（

１
）
景

観
の

特
性

 
ア

 
地
形

，
地

質
 

坊
野

間
県

立
自

然
公

園
は
，
南

さ
つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

か
ら

野
間
岬

，
坊
津

を
巡

り
，
枕

崎
市

の
立

神
に

至
る

海
岸

線
一
帯

及
び

そ
の

周
辺

海
域

や
野
間

岳
，
亀

ヶ
丘

，

磯
間

嶽
が

指
定

さ
れ

て
い

る
。

 
こ

の
海
岸

線
に

は
，
大

小
無
数

の
小
島

や
岩

礁
が

見
ら

れ
，
屈

曲
の
多

い
樹

枝
状

の
入

江
を

も
ち
，
海
岸

付
近
は

急
傾
斜

を
な

し
，
山

地
が
直

接
海
に

迫
っ

て
い

る
な

ど
，

リ
ア

ス
海

岸
な

ら
で

は
の

景
観
が

展
開

し
て

い
る

。
 

ま
た

，
野

間
半

島
は

，
昔

独
立

し
た
離

れ
島

で
あ

っ
た

が
，
波

浪
や

季
節

風
に
よ

っ
て

吹
き

寄
せ

ら
れ

た
海

岸
砂

丘
が
堆

積
し

，
ト

ン
ボ

ロ
を

形
成
し

本
土

と
陸

続
き

に
な

っ
た

陸
け

い
島

で
あ

る
。
野

間
岳

は
，
野
間

半
島

の
山

地
で
最

も
高

く
，
標
高

59
1ｍ

の
円

錐
状

を
な

す
。
山

体
は

，
こ

の
付

近
の

基
盤

を
な

す
四

万
十

層
群

に
属

す
る

砂
岩

，
砂

岩
頁

岩
互

層
を

貫
い
た

安
山

岩
類

か
ら

な
る

古
い
火

山
体

で
あ

り
，

急
峻

な
山

岳
地

形
を

示
し

て
い

る
。
亀

ヶ
丘

は
，
標
高

38
7ｍ

で
山

体
は

野
間

岳
と

同
様

に
，

安
山

岩
類

か
ら

な
る

。
頂
上

付
近

は
集

塊
岩

が
急

峻
な
地

形
を

形
成

し
，

奇
岩

や
岩

崖
地

が
み

ら
れ

る
。
磯

間
嶽

は
，
標

高
36

3ｍ
で

，
亀
ヶ

丘
と

同
様

に
集

塊
岩

が
急

峻
な

地
形

を
形

成
し

，
人
形

岩
，
鹿

通
し

岩
，
小

坊
主
岩

，
大

坊
主

岩
な

ど
の

奇
岩

が
多

く
分

布
す

る
。

 
イ

 
植
生

・
野

生
生

物
 

野
間

半
島

な
ど

の
沿

岸
地

域
で

は
，
高

層
木

と
し

て
ク

ス
ノ

キ
や
マ

テ
バ

シ
イ
，

２
 

地
域

の
概

要
 

ア
 

地
形

・
地

質
 

坊
野

間
県

立
自

然
公

園
は

，
笠

沙
町

小
浦

か
ら

野
間

岬
，
坊

津
を

巡
り

，
枕
崎

市
の

立
神

に
至

る
海

岸
線

一
帯

が
指
定

さ
れ

て
い

る
。

 
こ

の
海

岸
線

に
は

，
大

小
無
数

の
小

島
や

岩
礁

が
見

ら
れ
，

屈
曲

の
多

い
樹
枝

状
の

入
江

を
も

ち
，

海
岸

付
近

は
急

傾
斜

を
な

し
，

山
地
が

直
接

海
に

迫
っ

て
い

る
な

ど
，

リ
ア

ス
式

海
岸

な
ら

で
は
の

景
観

が
展

開
し

て
い

る
。

 
ま

た
，

野
間

半
島

は
，

昔
独
立

し
た

離
れ

島
で

あ
っ

た
が
，

波
浪

や
季

節
風
に

よ
っ

て
吹

き
寄

せ
ら

れ
た

海
岸

砂
丘

が
堆

積
し

，
ト

ン
ボ
ロ

を
形

成
し

本
土

と
陸

続
き

に
な

っ
た

陸
け

い
島

で
あ

る
。

 
        イ

 
植
生

 
野

間
半
島

な
ど

の
沿

岸
地

域
で

は
，
高

層
木

と
し

て
ク

ス
ノ
キ

や
マ
テ

バ
シ

イ
，
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  ホ
ル

ト
ノ

キ
な

ど
が

見
ら

れ
，
林

内
に

は
バ

ク
チ

ノ
キ

，
ヒ

サ
カ
キ

，
ハ

マ
ビ

ワ
な

ど
，

ま
た

，
温

暖
な

気
候

の
た

め
ヘ
ゴ

が
生

育
し

，
北

限
地

と
な
っ

て
い

る
。

 
南

さ
つ
ま

市
坊

津
町

か
ら

笠
沙

町
片
浦

の
野

間
半

島
の

海
岸

で
は
，
海
岸

風
衝
地

に
自

然
林

の
マ

サ
キ

－
ト

ベ
ラ

群
集
，
そ
の

背
後

に
タ

ブ
ノ

キ
－
ヤ

ブ
ニ

ッ
ケ

イ
二

次
林

が
み

ら
れ

る
。
野
間

半
島

の
一
部

海
岸

風
衝

地
で

は
自

然
林
の

オ
ニ

ヤ
ブ

ソ
テ

ツ
－

ハ
マ

ビ
ワ

群
集

も
み

ら
れ

る
。

 
そ

の
他
自

然
林

の
ア

ラ
カ

シ
群

落
が
亀

ヶ
丘

や
磯

間
嶽

，
ミ

ミ
ズ
バ

イ
－

ス
ダ
ジ

イ
群

落
が

野
間

岳
や

亀
ヶ

丘
に

分
布
し

て
い

る
。
さ

ら
に
，
こ

れ
ら
山

地
の

稜
線

や

岩
崖

地
な

ど
，
集
塊

岩
の

つ
く

る
特
異

な
環

境
に

は
絶

滅
危

惧
種
の

植
物

が
多

く
生

育
す

る
。

 
哺

乳
類
で

は
，
周
辺

海
域

に
お

い
て
ザ

ト
ウ

ク
ジ

ラ
，
ミ
ン

ク
ク
ジ

ラ
，
ナ
ガ
ス

ク
ジ

ラ
，
マ
ッ

コ
ウ

ク
ジ

ラ
，
カ

ズ
ハ

ゴ
ン

ド
ウ

，
ハ
ン
ド

ウ
イ
ル

カ
，
イ
ワ

ハ
イ

ル
カ

，
ハ

シ
ナ

ガ
イ

ル
カ

，
ス

ジ
イ
ル

カ
，

ス
ナ

メ
リ

な
ど

が
目
撃

さ
れ

て
い

る
。

 
鳥

類
で
は

，
シ

ジ
ュ

ウ
カ

ラ
や

ヤ
マ
ガ

ラ
，
サ
シ

バ
，
エ
ゾ

ビ
タ
キ

，
ウ

ミ
ウ

な

ど
が

見
ら

れ
，
ま

た
，
野

間
岬

付
近
は

さ
ま

ざ
ま

な
渡

り
鳥

の
中
継

地
に

な
っ

て
い

る
。

 
ま

た
，
こ

の
一

帯
は

，
繁

殖
地

の
草
垣

群
島

に
近

い
た

め
，
カ

ツ
オ

ド
リ

が
年
間

を
通

し
て

見
ら

れ
，

岸
近

く
で

は
採
餌

の
た

め
の

ダ
イ

ビ
ン

グ
も
観

察
で

き
る

。
 

昆
虫

類
で

は
ツ

マ
ベ

ニ
チ

ョ
ウ

が
野

間
半

島
か

ら
枕

崎
市

に
か

け
て

の
海

岸
付

近
の

樹
林

に
生

息
し

て
い

る
。

 
ま

た
，
丸
木

半
島

南
岸

で
は
サ

ン
ゴ
礁

が
分

布
し

，
ミ
ド
リ

イ
シ
類

や
イ

シ
サ

ン

ゴ
類

，
ウ

ミ
ア

ザ
ミ

類
な

ど
の

ソ
フ
ト

コ
ー

ラ
ル

が
見

ら
れ

る
。

 
ウ

 
自
然

現
象

 
気

象
庁
枕

崎
特

別
地

域
気

象
観

測
所
の

平
年

値
は
，
平
均
気

温
18

.1
℃
，
降
水

量

ホ
ル

ト
ノ

キ
な

ど
が

見
ら

れ
，

林
内

に
は

バ
ク

チ
ノ

キ
，
ヒ

サ
カ

キ
，

ハ
マ

ビ
ワ

な
ど

，
ま

た
，

温
暖

な
気

候
の

た
め
ヘ

ゴ
が

生
育

し
，

北
限

地
と
な

っ
て

い
る

。
 

坊
津

町
の

海
岸

部
の
自

然
林
は

，
高

層
木
の

高
さ
が

約
8ｍ

と
あ

ま
り
高

く
な

く
，

タ
ブ

ノ
キ

や
ヒ

メ
ユ

ズ
リ

ハ
，

モ
ッ

コ
ク

な
ど

が
見
ら

れ
，

林
内

に
は

シ
ャ

リ
ン

バ
イ

や
ヤ

ブ
ツ

バ
キ

，
ク

ロ
キ
な

ど
が

生
育

し
て

い
る

。
 

ま
た

，
風

の
強

い
地
に

は
高
さ

2ｍ
程
度

の
低
木

林
が

あ
り

，
シ

ャ
リ
ン

バ
イ

や
ハ

マ
ビ

ワ
，

ト
ベ

ラ
な

ど
，

林
内

に
は

ホ
ソ

バ
ワ

ダ
ン
や

キ
キ

ョ
ウ

ラ
ン

，
ツ

ワ
ブ

キ
な

ど
の

草
本

類
が

生
育

し
て
い

る
。

 
 ウ

 
野
生

動
物

 
鳥

類
で

は
，

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ
や

ヤ
マ

ガ
ラ

，
サ

シ
バ

，
エ
ゾ

ビ
タ

キ
，

ウ
ミ
ウ

な
ど

が
見

ら
れ

，
野

間
岬

付
近

は
さ
ま

ざ
ま

な
渡

り
鳥

の
拠

点
に
な

っ
て

い
る

。
 

ま
た

，
こ

の
一

帯
は

，
繁

殖
地

の
草

垣
島

に
近

い
た

め
，
カ

ツ
オ

ド
リ

が
年
間

を
通

し
て

見
ら

れ
，

岸
近

く
で

は
採
餌

の
た

め
の

ダ
イ

ビ
ン

グ
も
観

察
で

き
る

。
 

昆
虫

類
で

は
ツ

マ
ベ

ニ
チ

ョ
ウ

が
野

間
半

島
か

ら
枕

崎
市
に

か
け

て
の

海
岸
付

近
の

樹
林

に
生

息
し

て
い

る
。

 
ま

た
，

丸
木

半
島

南
岸

で
は
サ

ン
ゴ

礁
が

分
布

し
，

ミ
ド
リ

イ
シ

類
や

イ
シ
サ

ン
ゴ

類
，

ウ
ミ

ア
ザ

ミ
類

な
ど

の
ソ
フ

ト
コ

ー
ラ

ル
が

見
ら

れ
る
。
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  2,
17

5.
6m

m
，
日
照

時
間

1,
92

6.
8
時

間
，
最

多
風

向
は
北

風
で
あ

る
。
ま
た

，
降

雪
は

ほ
と

ん
ど

観
測

さ
れ

て
い

な
い
。

 
気

象
庁
集

計
に

よ
る

19
51

年
か

ら
20

19
年

ま
で

の
県
別

台
風
上

陸
数

は
鹿

児

島
県
が

41
個
と

最
も

多
く
，

ま
た
九

州
南

部
へ

の
台

風
接

近
数
の

平
年

値
は

3.
3

個
で

あ
る

。
 

本
公

園
は
，
西
側

が
東

シ
ナ
海

に
面
し

て
い

る
た

め
，
美
し

い
リ
ア

ス
海

岸
や

多

島
景

観
が

夕
日

に
つ

つ
ま

れ
，
耳
取

峠
で

は
，
開

聞
岳

の
背

後
か
ら

昇
る

朝
日

に
照

ら
さ

れ
る

な
ど

，
幻

想
的

か
つ

神
秘
的

な
光

景
が

生
み

出
さ

れ
る
。

 
エ

 
文
化

景
観

 
野

間
岳
は

，
開

聞
岳

，
金

峰
山

と
並
び

「
薩

摩
半

島
の

三
名

山
」
に

数
え

ら
れ
，

九
州

百
名

山
に

も
選

ば
れ

て
い

る
。
野
間

岳
は

，
付
近

を
往

来
す
る

船
舶

の
目

印
と

な
る

こ
と

か
ら

，
山

腹
の

8
合

目
に
あ

る
野

間
神

社
は

，
船

乗
り
や

漁
業

関
係

者
か

ら
厚

く
信

仰
さ

れ
て

い
る

。
 

坊
津

町
は

，
日

本
最

古
の
「
唐

湊
」
と

し
て

遣
唐

船
の

発
着

港
に
定

め
ら

れ
，
古

く
か

ら
栄

え
た

町
で

あ
っ

た
。
ま

た
，
坊

津
と

称
さ

れ
，
伊

勢
の
安

濃
津

，
筑

前
の

博
多

津
と

と
も

に
日

本
三

津
の

一
つ
に

数
え

ら
れ

た
。

 
 

（
２

）
利

用
の

現
況

 
南

さ
つ
ま

市
で

は
，
海
岸

沿
い

に
整
備

さ
れ

た
国
道

22
6
号

に
「
南

さ
つ

ま
海

道

八
景
」
と
し

て
，
自

然
景

観
や

文
化
遺

産
な

ど
の

絶
景

ス
ポ

ッ
ト
が

紹
介

さ
れ

て
い

る
。
ま
た

，
野
間

岳
，
亀
ヶ
丘

，
磯
間

嶽
で

は
山

頂
ま

で
登

山
ル
ー

ト
が

整
備

さ
れ

て
い

る
他
，
亀
ヶ

丘
で

は
パ
ラ

グ
ラ
イ

ダ
ー

，
磯
間

嶽
で
は

ロ
ッ
ク

ク
ラ

イ
ミ

ン
グ

が
で

き
る

。
枕

崎
市

で
は

，
火
之

神
公
園

が
整

備
さ

れ
，
多
く

の
利
用

者
が

訪
れ

る
。 

平
成

29
年
の

利
用

者
数

は
10

3
千
人

で
あ

る
。

 

                 （
２

）
利

用
の

現
況

 
坊

野
間

県
立

自
然

公
園

区
域
は

，
こ

の
よ

う
な

す
ぐ

れ
た
自

然
景

観
と

貴
重
な

動
植

物
が

見
ら

れ
，

近
年

は
道

路
等

交
通

基
盤

整
備

も
進
み

地
元

自
治

体
な

ど
に

よ
る

宿
泊

等
各

種
利

用
施

設
の

整
備
が

進
ん

で
い

る
。

 
平

成
12

年
度

の
利

用
者

数
は

15
7
千
人

で
あ

る
。
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  （
３

）
社

会
経

済
的

背
景

 
ア

 
土
地

所
有

別
（

陸
域

）
 

 
 

 
 

国
有

地
 

 
 2

8h
a 

 
 

 
 

公
有

地
 

1,
02

2 
ha

 
 

 
 
 

私
有

地
 

2,
10

1 
ha

 
     

イ
 

人
口

及
び

産
業

 
（

平
成

27
年

国
勢

調
査

）
 

市
 

 
名

 
世

帯
数
（

世
帯

）
 

人
口

（
人

）
 

枕
崎

市
 

10
,0

62
 

22
,0

46
 

南
さ

つ
ま

市
 

15
,3

61
 

35
,4

39
 

         

（
３

）
社

会
・

経
済

的
背

景
 

ア
 

土
地

所
有

別
 

市
町

名
 

国
有

地
（

ha
） 

公
有

地
（

ha
） 

民
有

地
（

ha
） 

計
（

ha
）

 
枕

崎
市

 
8.

3 
47

.4
 

80
.5

 
13

6.
2 

坊
津

町
 

0.
0 

41
.4

 
1,

37
4.

2 
1,

41
5.

6 
大

浦
町

 
0.

0 
1.

0 
45

.0
 

46
.0

 
笠

沙
町

 
1.

0 
46

.2
 

69
5.

3 
74

2.
5 

 
計

 
9.

3 
13

6.
0 

2,
19

5.
0 

2,
34

0.
3 

  
イ

 
人
口

及
び

産
業

 
当

該
公

園
区

域
内

の
居

住
人
口

に
つ

い
て

の
統

計
は

な
い
が

，
各

市
町

の
平
成

12
年

10
月

1
日
現

在
の
国

勢
調

査
結

果
は

次
の

と
お
り

で
あ

る
。

 市
町

名
 

世
帯

数
 

人
口

 
枕

崎
市

 
10

,5
93

 
26

,3
17

 
坊

津
町

 
2,

02
7 

4,
72

6 
大

浦
町

 
1,

33
2 

2,
99

1 
笠

沙
町

 
1,

71
4 

3,
83

8 
計

 
15

,6
66

 
37

,8
72
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ウ
 

権
利

制
限

関
係

 
(ｱ

) 
保

安
林

 
（

国
有
林

）
 

種
 

類
 

位
 

 
 

置
 

重
複

面
積

(h
a)

 
指

定
年
月

日
 

潮
害

防
備

 
鹿

児
島
森

林
管

理
署

84
林
班

の
一

部
 

1.
5 

明
30

.1
2.

30
 

（
民

有
林

）
 

種
 

類
 

位
 

 
 

置
 

重
複

面
積

(h
a)

 
指

定
年
月

日
 

水
源

か
ん

養
 

南
さ

つ
ま

市
大

浦
町

 
11

9.
4 

平
06

.0
5.

25
 

平
16

.0
1.

13
 

平
21

.1
2.

25
 

平
23

.1
2.

20
 

平
24

.1
2.

21
 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

 
19

.3
 

昭
63

.0
5.

19
 

土
砂

流
出

防
備

 

南
さ

つ
ま

市
坊

津
町

坊
 

1.
1 

平
07

.1
1.

27
 

平
09

.0
5.

02
 

令
01

.0
7.

30
 

南
さ

つ
ま

市
大

浦
町

 
11

5.
6 

平
05

.0
3.

09
 

平
16

.0
1.

20
 

平
18

.0
8.

25
 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙
町

赤
生

木
 

0.
1 

昭
41

.0
6.

07
平

16
.0

1.
13

 
南

さ
つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

 
39

.9
 

昭
41

.0
6.

07
 

ウ
 

権
利

制
限

関
係

 
(ｱ

) 
保

安
林

 
種

 
類

 
位

 
 
 

置
 

重
複

面
積

(h
a)

 
指

定
年
月

日
 

土
砂

流
出

防
備

 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

坊
 

1.
1 

平
07

.1
1.

27
 

平
09

.0
5.

02
 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

泊
 

1.
4 

平
02

.1
1.

16
 

川
辺

郡
笠

沙
町

大
字

片
浦

 
6.

3 

昭
28

.0
3.

07
 

昭
30

.0
7.

18
 

昭
41

.0
6.

07
 

昭
60

.0
2.

25
 

昭
60

.1
2.

11
 

昭
63

.0
7.

30
 

潮
害

防
備

 

枕
崎

市
火

之
神

町
 

枕
崎

市
火

之
神

岬
町

 
8.

2 
‐

 
平

12
.0

7.
25

 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

坊
 

8.
3 

‐
 

平
07

.0
6.

23
 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

泊
 

0.
6 

‐
 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

久
志

 
1.

6 

昭
43

.0
6.

19
 

昭
46

.0
2.

24
 

昭
47

.0
9.

13
 

平
05

.1
0.

20
 

干
害

防
備

 
川

辺
郡
坊

津
町

大
字

坊
 

9.
6 

‐
 

平
01

.0
4.

26
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昭
48

.0
3.

07
 

昭
60

.1
2.

11
 

平
14

.1
1.

08
 

平
16

.0
1.

13
 

土
砂

崩
壊

防
備

 

南
さ

つ
ま

市
坊

津
町

坊
 

0.
6 

昭
58

.0
8.

20
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津
町

久
志

 
0.

4 
－

 
南

さ
つ
ま

市
坊

津
町

秋
目

 
0.

0 
平

16
.0

1.
13

 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

 
0.

1 
昭

48
.0

3.
07

 
昭

52
.0

7.
28

 
平

08
.0

9.
11

 
 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙
町

赤
生

木
 

0.
1 

昭
55

.0
5.

26
 

潮
害

防
備

 

枕
崎

市
火

之
神

町
 

0.
3 

‐
 

枕
崎

市
火

之
神

岬
町

 
14

.4
 

‐
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津
町

坊
 

34
.3

 
‐

 
大

09
.0

3.
23

 
平

07
.0

6.
23

 

南
さ

つ
ま

市
坊

津
町

久
志

 
2.

1 

昭
43

.0
6.

19
 

昭
46

.0
2.

24
 

昭
47

.0
9.

13
 

昭
48

.0
4.

25
 

昭
54

.0
5.

30
 

平
05

.1
0.

27
 

‐
 

 
南

さ
つ
ま

市
坊

津
町

泊
 

0.
4 

‐
 

魚
つ

き
 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

坊
 

13
.3

 
‐

 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

久
志

 
44

.6
 

大
09

.0
3.

23
 

昭
45

.0
5.

29
 

平
01

.0
8.

06
 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

秋
目

 
6.

1 
大

09
.0

3.
23

 
川

辺
郡
笠

沙
町

大
字

片
浦

 
22

.5
 

大
09

.0
3.

23
 

公
衆

の
保

健
 

枕
崎

市
火

之
神

岬
町

 
4.

1 
平

12
.0

7.
25

 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

坊
 

24
.6

 
‐

 
大

09
.0

3.
23

 
平

07
.0

6.
23

 
川

辺
郡
笠

沙
町

大
字

片
浦

 
29

.7
 

昭
56

.0
7.

20
 

潮
害

防

備
・

公
衆

の
保

健
 

枕
崎

市
火

之
神

岬
町

 
16

.4
 

昭
56

.0
4.

25
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干
害

防
備

 
南

さ
つ
ま

市
坊

津
町

坊
 

8.
4 

平
01

.0
4.

26
 

魚
つ

き
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津
町

坊
 

10
.8

 
‐

 

南
さ

つ
ま

市
坊

津
町

久
志

 
37

.1
 

‐
 

明
45

.0
5.

29
 

大
01

.0
8.

06
 

大
09

.0
3.

23
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津
町

秋
目

 
5.

6 
大

09
.0

3.
23

 
南

さ
つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

 
16

.4
 

大
09

.0
3.

23
 

保
健

 
南

さ
つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

 
2.

9 
昭

56
.0

7.
20

 
 

(ｲ
) 

鳥
獣
保

護
区

 

名
 

称
 

位
 

 
 

置
 

重
複

面
積

（
ha

）
 

当
初

指
定

年
月

日
 

野
間

岬
鳥

獣

保
護

区
 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

 
20

7 
平

22
.1

1.
1 

坊
岬

鳥
獣

保

護
区

 
南

さ
つ
ま

市
坊

津
町

 
33

3 
昭

48
.1

1.
1 

丸
木

浜
鳥

獣

保
護

区
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津
町

久
志

 
30

0 
昭

47
.1

1.
1 

    

    
      

(ｲ
) 

鳥
獣
保

護
区

（
県

設
）

 

名
 

称
 

位
 

 
 

置
 

重
複

面
積

（
ha

）
 

指
定

年
月

日
 

坊
岬

鳥
獣

保

護
区

 
川

辺
郡
坊

津
町

大
字

坊
 

33
3 

平
05

.1
1.

1 

丸
木

浜
鳥

獣

保
護

区
 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

久
志

 
30

0 
平

04
.1

1.
1 
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(ｳ
) 

史
跡
名

勝
天

然
記

念
物

 
区

 
 
分

 
名

 
 
称

 
位

 
 
 

 
置

 
指

定
年
月

日
 

国
指

定
特

別

天
然

記
念

物
 

鹿
児

島
県

の
ソ

テ
ツ

自
生

地
 

指
宿

市
，

南
さ

つ

ま
市

，
肝

属
郡

南

大
隅

町
・

肝
付

町
 

昭
27

.0
3.

29
 

国
指

定
天

然

記
念

物
 

ヘ
ゴ

自
生

北
限

地
帯

 

肝
属

郡
南

大
隅

町
・

肝
付

町
，

南

さ
つ

ま
市

，
薩

摩

川
内

市
里

町
・

上

甑
町

・
下

甑
町

 

大
15

.1
0.

27
 

国
指

定
名

勝
 

坊
津

 
南

さ
つ
ま

市
坊

津

町
坊

 
平

13
.0

1.
29

 

市
指

定
史

跡
 

野
間

岳
磨

崖
仏

 
南

さ
つ
ま

市
笠

沙

町
野

間
岳

 
昭

49
.0

9.
01

 

市
指

定
史

跡
 

野
間

神
社

 
南

さ
つ
ま

市
笠

沙

町
野

間
岳

 
昭

49
.0

9.
01

 

市
指

定
史

跡
 

磯
間

山
修

験
道

場
洞

穴
 

南
さ

つ
ま

市
大

浦

町
磯

間
山

 
昭

51
.1

1.
17

 

市
指

定
史

跡
 

下
浜

滝
磨

崖
仏

 
南

さ
つ
ま

市
坊

津

町
坊

（
下

浜
）

 
昭

37
.1

1.
01

 

市
指

定
史

跡
 

唐
人

墓
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津

町
久

志
（

博
多

浦
）

 
昭

42
.1

1.
01

 

(ｳ
) 

史
跡
名

勝
天

然
記

念
物

 
区

 
 
分

 
名

 
 
称

 
位

 
 
 

 
置

 
指

定
年
月

日
 

国
指

定
特

別

天
然

記
念

物
 

鹿
児

島
県

ソ
テ

ツ
自

生
地

 

楫
宿

郡
山

川
町

，

川
辺

郡
坊

津
町

，

肝
属

郡
佐

多
町

，
 

内
之

浦
町

 

大
12

.0
3.

07
 

昭
27

.0
3.

29
 

昭
41

.0
3.

04
 

国
指

定
天

然

記
念

物
 

ヘ
ゴ

自
生

北
限

地
帯

 

肝
属

郡
根

占
町

，

内
之

浦
町

，
川

辺

郡
笠

沙
町

，
薩

摩

郡
里

村
，

上
甑

村

下
甑

村
な

ど
 

大
15

.1
0.

27
 

国
指

定
名

勝
 

坊
津

 
川

辺
郡
坊

津
町

坊

字
御

崎
 

平
13

.0
1.

29
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市
指

定
史

跡
 

ア
カ

ン
コ

供
養

塚
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津

町
坊

（
坊

之
浜

）
 

昭
42

.1
1.

01
 

市
指

定
史

跡
 

明
全

和
尚

の
墓

 
南

さ
つ
ま

市
坊

津

町
坊

（
坊

之
浜

）
 

昭
45

.1
1.

07
 

市
指

定
史

跡
 

佐
藤

家
の

墓
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津

町
坊

（
坊

之
浜

）
 

昭
45

.1
1.

07
 

市
指

定
天

然

記
念

物
 

チ
ョ

ウ
セ

ン
野

菊
群

生
地

 
南

さ
つ
ま

市
大

浦

町
磯

間
山

 
昭

51
.1

1.
17

 

市
指

定
天

然

記
念

物
 

お
お

た
に

わ
た

り
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津

町
平

崎
（

平
崎

屋

敷
）

 
昭

35
.0

4.
20

 

市
指

定
天

然

記
念

物
 

ヘ
ゴ

自
生

地
 

南
さ

つ
ま

市
坊

津

町
平

崎
（

落
水

）
 

昭
45

.0
6.

12
 

市
指

定
天

然

記
念

物
 

ヘ
ゴ

・
お

お
た

に
わ

た
り

 
南

さ
つ
ま

市
坊

津

町
平

崎
 

昭
45

.0
6.

12
 

 
 (
ｴ
) 

そ
の

他
 

海
岸

保
全

区
域

 
海

岸
所
管
 

省
庁
 

地
区

名
 

重
複

延
長

（
ｍ

）
 

位
置
 

指
定

年
月

日
 

農
林

水
産

省

（
農

村
振

興

局
）
 

坊
津

町
 

2
2
7 

南
さ

つ
ま

市
坊

津

町
久

志
字

田
崎

～

元
屋

敷
 

 

昭
3
4
.7
.
3
1 

                 (ｴ
) 

海
岸
保

全
区

域
 

地
区

名
 

延
長

（
ｍ

）
 

位
置

 
指

定
年
月

日
 

枕
崎

漁
港

 
田

崎
 

久
志

漁
港

 
 

6,
80

0 
22

7 
1,

62
0  

枕
崎

市
大

字
西

鹿
篭

山
立

神
 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

久
志

字
田

崎
 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

久
志

字
鹿

籠

松
～

田
崎

 

昭
26

.0
9.

07
 

昭
34

.0
7.

31
 

昭
45

.1
0.

31
 

平
04

.0
8.

12
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農
林

水
産

省

（
水

産
庁

）
 

枕
崎

漁

港
 

8
7
5 

枕
崎

市
火

之
神

町

～
火

之
神

岬
町
 

昭
2
6
.0
9
.
07
 

平
1
1
.0
1
.
18
 

久
志

漁

港
 

1
,
6
2
0 

南
さ

つ
ま

市
坊

津

町
久

志
字

鹿
籠

松

～
田

崎
 

昭
4
5
.1
0
.
31
 

平
0
4
.0
8
.
12
 

平
2
6
.0
8
.
15
 

坊
泊

漁

港
 

2
,
1
6
7 

南
さ

つ
ま

市
坊

津

町
泊

字
荒

所
～

本

珠
院
 

昭
4
9
.1
0
.
21
 

坊
津

町
坊

字
葛

浦

谷
 

平
0
5
.0
7
.
07
 

秋
目

漁

港
 

4
0
2 

南
さ

つ
ま

市
坊

津

町
秋

目
字

長
瀬
 

昭
4
5
.1
0
.
31
 

片
浦

漁

港
 

1
,
3
7
3 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙

町
片

浦
字

十
二

所

山
～

追
畑
 

昭
4
3
.1
2
.
09
 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙

町
片

浦
字

江
篭

～

網
干

場
 

昭
5
3
.0
7
.
10
 

野
間

池

漁
港
 

8
6
7 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙

町
片

浦
字

小
池
 

昭
4
5
.0
4
.
25
 

黒
瀬

漁

港
 

2
5
5 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙

町
赤

生
木

字
長

瀬

平
 

昭
4
9
.1
0
.
21
 

坊
泊

漁
港

 
  

秋
目

漁
港

 
小

浦
港

 
大

当
 

 
後

浜
 

 
片

浦
漁
港

 
  

野
間

池
漁

港
 

2,
28

4   
40

2 
1,

14
0 

1,
25

0  
38

4  
2,

33
3   

1,
90

7 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

泊
字

荒
所

～

本
珠

院
 

大
字

坊
字

葛
浦

谷
 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

秋
目

字
長

瀬
 

川
辺

郡
笠

沙
町

大
字

片
浦

字
上

村
 

川
辺

郡
笠

沙
町

大
字

片
浦

字
舟

石

～
大

坪
 

川
辺

郡
笠

沙
町

大
字

片
浦

字
神

平

～
阿

房
平

 
川

辺
郡

笠
沙

町
大

字
片

浦
字

十
二

所
山

～
迫

畑
 
江

篭
～
網

干
場

 
川

辺
郡
笠

沙
町

大
字

片
浦

字
小

池
 

昭
49

.1
0.

21
 

 平
05

.0
7.

07
 

昭
45

.1
0.

31
 

昭
45

.0
1.

28
 

昭
34

.1
2.

02
 

 昭
.3

5.
04

.0
1 

 昭
53

.0
7.

10
 

  昭
.4

5.
04

.2
5 
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国
土

交
通

省

（
水

管
理

・

国
土

保
全

局
）
 

大
当

地

区
 

1
,
2
5
0 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙

町
片

浦
字

唐
舟

石

～
大

坪
 

昭
3
4
.1
2
.
02
 

後
浜

地

区
 

3
8
4 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙

町
片

浦
字

立
神

平

～
阿

房
平
 

平
.
0
3
.0
6
.
19
 

国
土

交
通

省

（
港

湾
局

）
 

小
浦

港
 

6
7
2 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙

町
片

浦
字

上
村
 

昭
4
5
.0
1
.
28
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変

更
す
る

公
園

区
域

 

坊
野

間
県

立
自

然
公

園
の

区
域

の
一
部

を
次

の
と

お
り

変
更

す
る
。

 
（

表
３
：

公
園

区
域

（
陸

域
）

変
更
表

）
 

番
号

 
区

分
 

変
更

部
分

の
区

域
 

変
更

理
由

 
面

積
（

ha
）

 
1  

拡
張

 
鹿

児
島
県

南
さ

つ
ま

市
 

 
笠

沙
町

片
浦

の
一

部
 

国
道

改
良

に
伴

う
公

園
区

域
の

見
直
し

に
よ

り
，

拡
張

す
る

。
 

1 

国
00

00
0 

 0
 

公
00

00
0 

 1
 

私
00

00
0 

 0
 

2 
拡

張
 

鹿
児

島
県

南
さ

つ
ま

市
 

 
笠

沙
町

片
浦

及
び

笠
沙

町
赤

生

木
の

各
一

部
 

野
間

岳
の

優
れ

た
植

生
及

び
円

錐
状

の
美

し
い

山
体

な
ど
自

然
の

風
景

地

を
保

護
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

。
 

20
6 

国
  

  
  

  
0 

公
  

  
  

14
0 

私
  

  
  

 6
6 

3 
拡

張
 

鹿
児

島
県

南
さ

つ
ま

市
 

 
大

浦
町

の
一

部
 

亀
ヶ

丘
の

優
れ

た
植

生
な

ど
自

然
の

風
景

地
を

保
護

す
る
必

要
が

あ
る

た

め
。

 
16

7 

国
  

  
  

  
1 

公
  

  
  

 1
5 

私
  

  
  

15
1 

4 
拡

張
 

鹿
児

島
県

南
さ

つ
ま

市
 

 
大

浦
町

の
一

部
 

磯
間

嶽
の

優
れ

た
植

生
や

集
塊

岩
が

形
成

す
る

特
異

な
地
形

な
ど

自
然

の

風
景

地
を

保
護

す
る

必
要

が
あ

る
た
め

。
 

27
4 

国
  

  
  

  
0 

公
  

  
  

 1
0 

私
  

  
  

26
4 

5 
削

除
 

鹿
児

島
県

南
さ

つ
ま

市
 

 
笠

沙
町

片
浦

の
一

部
 

国
道

改
良

に
伴

う
公

園
区

域
の

見
直
し

に
よ

り
，

削
除

す
る

。
 

  
  

  
 △

  
  

1 

国
0 

  
  

 0
 

公
0△

  
  

1 

私
0 

  
  

0 
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変

更
部
分

面
積

計
 

64
7 

国
00

00
00

0,
1 

公
00

00
  

16
5 

私
00

00
  

48
1 

 
変

 更
 前

公
園

面
積

 
2,

50
4 

国
00

00
0,

02
7 

公
00

00
0,

85
7 

私
  

  
 1

,6
20

 

 
変

 更
 後

公
園

面
積

 

3,
15

1 
国

00
00

0,
02

8 
公

00
  

1,
02

2
私

00
00

 2
,1

01
 

注
）
変

更
前

は
，
現

在
の

指
定

書
及
び

公
園

計
画

書
記

載
の

面
積
を

Ｇ
Ｉ

Ｓ
に

よ
る

面
積

測
定
に

よ
り

修
正
（

16
4h

a
増
）

し
た

も
の
。

変
更

後
の

面
積
は
，

修
正

後
の
変

更
前

面
積

に
変

更
区

域
の

面
積

を
反
映

し
て

い
る

。
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第２  公園計画の変更 

 変更理由 

坊野間県立自然公園は，南さつま市笠沙町片浦から野間岬，坊津を巡り，枕崎市の立神に至

るリアス海岸一帯及びその周辺海域や野間岳，亀ヶ丘からなる。 
本公園は，昭和 28 年 3 月 31 日に指定され，昭和 30 年 3 月 28 日に利用計画を，また昭和

32 年 4 月 15 日に特別地域を定め，平成 15 年 5 月 6 日に公園区域の一部変更を行った。 
 
野間岳は，標高 591m の火成岩からなる円錐状の山であり，開聞岳，金峰山と並び「薩摩半

島の三名山」に数えられ，九州百名山にも選ばれている。野間岳は野間半島最高峰であり，美

しい円錐状の山体は周囲からもよく見える。また，付近を往来する船舶の目印となることから，

山腹の 8 合目にある野間神社は，船乗りや漁業関係者から厚く信仰されている。さらに野間神

社周辺は自然林のミミズバイ－スダジイ群集が分布するなど自然的価値が高い。野間岳は，レ

クリエーションの場，周囲からの景観資源，信仰対象及び自然林の存在など多様な価値を持っ

ている。 
亀ヶ丘は，パラグライダーの利用，展望所からの眺望などを楽しめるほか，急峻な集塊岩が

そびえ，特異な地形を観察することができる。また，自然林のアラカシ群落やミミズバイ－ス

ダジイ群集が分布し，絶滅危惧種の植物が多く生育するなど自然的価値も高い。 
磯間嶽においても，急峻な集塊岩が特異な地形を形成し，それらはロッククライミング，登

山による観察などで利用されている。また，自然林のアラカシ群落や絶滅危惧種の植物が多く

生育するなど，亀ヶ丘同様に自然的価値も高い。 
 
以上より，今回は公園計画の一部変更を行うものであり，保護規制計画については，野間岳

周辺及び亀ヶ丘周辺の拡張区域のうち，自然植生や希少な植物が生育する自然環境保全上重要

な区域を特別地域とする。新たに編入する磯間嶽周辺は，集塊岩により形成される特異な地形

や希少な植物が生育する稜線部周辺を特別地域とする。 
また，市街化等により，自然公園としての資質が低下した地域について資質に応じた地種区

分の変更を行う。 
利用施設計画については，社会情勢の変化や利用実態，今後の利活用のされ方を十分に考慮

することとする。 
 
  

-16-



  

 
基

本
方
針

の
変

更
内

容
 

基
本

方
針

を
次

の
と

お
り

変
更

す
る
。

 
（

表
４
：

基
本

方
針

変
更

表
）

 
変

更
後

 
変

更
前

 
１

 
基
本

方
針

 
坊

野
間

県
立

自
然

公
園

は
，

南
さ

つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

か
ら

野
間

岬
，

坊
津

を

巡
り
，
枕
崎

市
の

立
神

に
至
る

リ
ア
ス

海
岸

一
帯

及
び

そ
の

周
辺
海

域
や

野
間

岳
，

亀
ヶ

丘
，

磯
間

嶽
か

ら
な

る
。

 
こ

の
海

岸
線

に
は

，
大

小
無

数
の

小
島

や
岩

礁
が

見
ら

れ
，

屈
曲

の
多

い
樹

枝

状
の

入
江

を
も

ち
，

海
岸

付
近

は
急

傾
斜

を
な

し
，

山
地

が
直

接
海

に
迫

っ
て

い

る
な

ど
，

リ
ア

ス
海

岸
な

ら
で

は
の
景

観
が

展
開

し
て

い
る

。
 

野
間

岳
は

，
標

高
59

1m
の
火

成
岩
か

ら
な

る
円

錐
状

の
山

で
あ
り

，
開

聞
岳

，

金
峰

山
と

並
び
「
薩

摩
半

島
の

三
名
山

」
に

数
え

ら
れ

，
九
州

百
名
山

に
も

選
ば

れ

て
い

る
。

野
間

岳
は

野
間

半
島

最
高

峰
で

あ
り

，
美

し
い

円
錐

状
の

山
体

は
周

囲

か
ら

も
よ

く
見

え
る
。
ま
た
，
付
近

を
往

来
す

る
船

舶
の
目

印
と
な

る
こ

と
か

ら
，

山
腹

の
8
合
目

に
あ

る
野

間
神

社
は
，

船
乗

り
や

漁
業

関
係

者
か
ら

厚
く

信
仰

さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

野
間

神
社

周
辺

は
自

然
林

の
ミ

ミ
ズ

バ
イ

－
ス

ダ
ジ

イ
群

集

が
分

布
す

る
な

ど
自

然
的

価
値

が
高
い
。
野
間

岳
は

，
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
，

周
囲

か
ら

の
景

観
資

源
，

信
仰

対
象

及
び

自
然

林
の

存
在

な
ど

多
様

な
価

値
を

持

っ
て

い
る

。
 

亀
ヶ

丘
は

，
パ

ラ
グ

ラ
イ

ダ
ー

の
利

用
，

展
望

所
か

ら
の

眺
望

な
ど

を
楽

し
め

る
ほ

か
，
急

峻
な

集
塊

岩
が
そ

び
え
，
特

異
な

地
形

を
観
察

す
る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

，
自

然
林

の
ア

ラ
カ

シ
群

落
や

ミ
ミ

ズ
バ

イ
－

ス
ダ

ジ
イ

群
集

が
分

布
し

，

絶
滅

危
惧

種
の

植
物

が
多

く
生

育
す
る

な
ど

自
然

的
価

値
も

高
い
。

 

１
 

基
本

方
針

 
坊

野
間
県

立
自

然
公

園
は

昭
和

28
年

3
月

31
日
に

指
定
さ

れ
た
後
，
昭
和

30
年

に
利
用

計
画

を
，
ま

た
，
昭

和
32

年
に

特
別

地
域

を
定
め

て
い
る
（

特
別

地
域

の
地

種
区

分
は

未
設

定
）

 
し

か
し

な
が

ら
，

そ
の

後
，

公
園

計
画

の
再

検
討

は
行

わ
れ

な
い

ま
ま

今
日

に

い
た

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
今

般
，

指
定

か
ら

現
在

ま
で

の
間

の
社

会
経

済
情

勢

の
変

化
，

公
園

内
及

び
周

辺
地

域
の

土
地

利
用

，
公

園
利

用
の

形
態

の
変

化
に

対

応
す

る
た

め
，
公
園

計
画

全
体

に
つ
い

て
再

検
討

を
行

い
，
公

園
の

適
切

な
保

護
・

利
用

を
図

る
。
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磯
間

嶽
に

お
い

て
も

，
急

峻
な

集
塊

岩
が

特
異

な
地

形
を

形
成

し
，

そ
れ

ら
は

ロ
ッ

ク
ク

ラ
イ

ミ
ン

グ
，
登
山

に
よ
る

観
察

な
ど

で
利

用
さ

れ
て
い

る
。
ま
た

，
自

然
林

の
ア

ラ
カ

シ
群

落
や

絶
滅

危
惧

種
の

植
物

が
多

く
生

育
す

る
な

ど
，

亀
ヶ

丘

同
様

に
自

然
的

価
値

も
高

い
。

 
亀

ヶ
丘
や

磯
間

嶽
は
，
急
峻
な

集
塊
岩

が
そ

び
え
，
特
異
な

地
形
を

形
成

す
る

。

さ
ら

に
，

こ
れ

ら
の

稜
線

周
辺

に
は
，

絶
滅

危
惧

種
の

植
物

が
多
く

生
育

す
る

。
 

こ
れ

ら
鹿

児
島

県
が

誇
る

べ
き

貴
重

な
風

致
景

観
を

保
護

し
，

そ
の

適
切

な
利

用
を

推
進

す
る

た
め

，
以

下
の

方
針
に

よ
り

公
園

計
画

を
定

め
る
こ

と
と

す
る

。
 

 （
１

）
保

護
に

関
す

る
方

針
 

ア
 

海
岸

地
帯

は
，

大
小

無
数

の
小

島
や

岩
礁

が
見

ら
れ

，
屈

曲
の

多
い

樹

枝
状

の
入

り
江

を
も

ち
，

海
岸

付
近

は
急

傾
斜

を
な

し
，

山
地

が
直

接
迫

っ
て

い
る

な
ど

，
リ

ア
ス

海
岸

特
有

の
海

岸
景

観
が

広
が

る
。

こ
れ

ら
現

景
観

の
保

護
に

努
め

る
も

の
と

す
る
。

 
イ

 
野
間

岳
，
亀

ヶ
丘

，
磯
間
嶽

は
，
自
然

植
生

が
残

り
，
希
少

な
植
物

の
生

育
地

に
も

な
っ

て
い

る
。

ま
た

，
集

塊
岩

に
よ

る
特

異
な

地
形

が
形

成
さ

れ
て

お
り

，
こ

れ
ら

現
景

観
の

保
護
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

ウ
 

公
園

区
域

の
地

先
海

面
に

お
い

て
必

要
な

地
域

に
つ

い
て

は
、

良
好

な

海
岸

景
観

や
沿

岸
生

態
系

を
維

持
す
る

た
め

普
通

地
域

と
す

る
。

 
 （

２
）
利

用
に

関
す

る
方

針
 

ア
 

海
岸

地
帯

は
，
リ
ア

ス
海

岸
の
鑑

賞
，
自
然

探
勝

，
ス
キ

ュ
ー
バ

ダ
イ

ビ

ン
グ

な
ど

の
マ

リ
ン

ス
ポ

ー
ツ

に
よ
る

利
用

促
進

を
図

る
も

の
と
す

る
。

 
イ

 
野
間

岳
，
亀

ヶ
丘

，
磯
間
嶽

は
，
登
山

や
ハ

イ
キ

ン
グ

，
展

望
所
か

ら
リ

ア
ス

海
岸

の
鑑

賞
，

自
然

探
勝

に
よ

る
利

用
が

な
さ

れ
て

お
り

，
引

き
続

き
こ

れ
ら

の
利

用
促

進
を

図
る

も
の
と

す
る

。
 

          
（

１
）
 

保
護

計
画

 
ア

 
区
域

線
の

明
確

化
を

図
る

。
 

イ
 

特
別

地
域

の
地

種
区

分
を

設
定
す

る
。

 
ウ

 
市

街
地

化
等

に
伴

い
自

然
公

園
と

し
て

の
資

質
が

低
下

し
た

地
域

の
区

域
変

更
又

は
保

護
計

画
の

変
更

を
行
う

。
 

エ
 

新
た

に
良

好
な

自
然

景
観

の
確

保
が

な
さ

れ
た

地
域

に
つ

い
て

は
，

特

別
地

域
に

編
入

す
る

。
 

オ
 

公
園

区
域

の
地

先
海

面
に

お
い

て
必

要
な

箇
所

に
つ

い
て

は
，

良
好

な

海
岸

景
観

を
維

持
す

る
た

め
普

通
地
域

に
編

入
す

る
。

 
  （

２
）
利

用
計

画
の

方
針

 
利

用
計

画
の

見
直

し
を

行
い

，
公

園
の

適
正

な
利

用
を

増
進

す
る

た
め

必
要

不
可

欠
な

も
の

を
定

め
る

。
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規

制
計
画

の
変

更
内

容
 

 
 

（
１

）
保

護
規

制
計

画
及

び
関

連
事

項
 

保
護

規
制

計
画

等
の

一
部

を
次

の
と
お

り
変

更
す

る
。

 
 

 
 
ア

  
特

別
地
域

 
特

別
地
域

の
区

域
の

一
部

を
次

の
と
お

り
変

更
す

る
。

 
（

表
５
：

特
別

地
域

変
更

表
）

 

都
道

府
県

名
 

変
更

後
 

変
更

前
 

区
 

域
 

面
積

（
ha

）
 

区
 

域
 

面
積

（
ha

）
 

鹿
児

島
県

 
枕

崎
市
内

 
国

有
林
鹿

児
島

森
林

管
理
署

84
林
班

の
一

部
及

び
そ

の
地

先
海

岸
 

枕
崎

市
 

火
之

神
町

，
火

之
神

岬
町

の
各

一
部

及
び

そ
の

地
先

海
岸

 

32
     4 14
 

14
 

枕
崎

市
火

之
神

町
及

び
火

之
神

岬
町
の

各
一

部
 

32
 

南
さ

つ
ま

市
 

大
浦

町
の

一
部

 
笠

沙
町
片

浦
，
坊

津
町
久

志
，
坊

津
町
泊
，
坊
津

町
坊

の
各

一
部

及
び

そ
の

地
先

海
岸

 

58
8   

11
 

20
3 

37
4 

川
辺

郡
坊

津
町

大
字

坊
，
大
字

泊
，
大

字
久

志
の

各
一

部
，
川

辺
郡

大
浦

町
の

一
部

，
川
辺

郡
笠

沙
町

大
字

片
浦

の
一

部
 

44
7 

 
変

更
部
分

面
積

計
 

14
1 

 
変

更
前
特

別
地

域
面

積
 

47
9 

 
変

更
後
特

別
地

域
面

積
 

62
0 15
 

21
7 

38
8 

注
）
変
更

前
は

，
現

在
の

公
園

計
画
書

記
載

の
面

積
を

Ｇ
Ｉ

Ｓ
に
よ

る
面

積
測

定
に

よ
り

修
正
（

99
ha

増
）
し

た
も
の

。
変
更

後
の

面
積

は
，
修
正

後
の
変

更
前

面
積
に

変
更

区
域

の
面

積
を

反
映

し
て

い
る
。

 
 

国
 

公
 

私
 

国
 

公
 

私
 

国
 

公
 

私
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（
ア

）
第

２
種
特

別
地
域

 
第

２
種
特

別
地

域
の

区
域

の
一

部
を
，

次
の

と
お

り
変

更
す

る
。

 
 

（
表

６
：

第
２

種
特

別
地

域
変

更
表
）

 

番
号

 
区

分
 

内
 

容
 

名
 

称
 

変
更

部
分

の
区

域
 

変
更

理
由

 
面

積

（
ha

）
 

1 
拡

張
 

特
別

地
域

の

拡
張

 
野

間
岳

 
野

間
神
社

周
辺

 
自

然
植
生

が
分

布
し

，
自

然
環

境
保
全

上
重

要
な

野
間

神
社

周
辺

の
保

護
を

図
る

た
め

。
 

3 

1 
削

除
 

普
通

地
域

へ

の
振

替
 

笠
沙

町
片

浦
 

笠
沙

町
片

浦
小

浦
地

区
 

土
地

利
用

等
の

変
化

に
よ

り
，

第
2
種
特

別
地

域
と

し

て
保

護
す

る
必

要
性

が
乏

し
く

な
っ
た

た
め

。
 

△
 

3 

 
変

更
部
分

面
積

計
 

0 

 
変

更
前
第

２
種

特
別

地
域

面
積

 
42

1 

 
変

更
後
第

２
種

特
別

地
域

面
積

 
42

1 15
 

19
2 

21
4 

注
）
変
更

前
面

積
は

，
現

在
の

公
園
計

画
書

記
載

の
面

積
を

Ｇ
Ｉ
Ｓ

に
よ

る
面

積
測

定
に

よ
り
修

正
（

97
ha

増
）
し
た

も
の
。
変
更

後
の

面
積

は
，
現

行
面

積
修

正
後
に

変
更

区
域

の
面

積
を

反
映

し
て

い
る
。

 
 

  
 

国
 

公
 

私
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（
イ

）
第

3
種

特
別

地
域

 
第

3
種

特
別

地
域

の
区

域
の
一

部
を
，

次
の

と
お

り
変

更
す

る
。

 
 

（
表

7：
第

3
種

特
別
地

域
変

更
表
）

 

番
号

 
区

分
 

内
 

容
 

名
 

称
 

変
更

部
分

の
区

域
 

変
更

理
由

 
面

積

（
ha

）
 

2 
拡

張
 

特
別

地
域

の

拡
張

 
亀

ヶ
丘

 
亀

ヶ
丘
周

辺
 

亀
ヶ

丘
の

優
れ

た
植

生
な

ど
自

然
の
風

景
地

を
保

護
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

。
 

24
 

3 
拡

張
 

特
別

地
域

の

拡
張

 
亀

ヶ
丘

 
亀

ヶ
丘
周

辺
 

亀
ヶ

丘
の

優
れ

た
植

生
な

ど
自

然
の
風

景
地

を
保

護
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

。
 

13
 

4 
拡

張
 

特
別

地
域

の

拡
張

 
磯

間
嶽

 
磯

間
嶽
周

辺
 

磯
間

嶽
の

優
れ

た
植

生
や

集
塊

岩
が
形

成
す

る
特

異
な

地
形

な
ど

自
然

の
風

景
地

を
保

護
す
る

必
要

が
あ

る
た

め
。

 

10
3 

 
変

更
部
分

面
積

計
 

14
1 

 
変

更
前
第

３
種

特
別

地
域

面
積

 
58

 

 
変

更
後
第

３
種

特
別

地
域

面
積

 
19

9 0 25
 

17
4 

注
）
変

更
前

面
積

は
，
現
在
の

公
園
計

画
書

記
載

の
面

積
を

Ｇ
Ｉ
Ｓ

に
よ

る
面

積
測

定
に

よ
り
修

正
（
１

ha
増
）
し
た

も
の
。
変

更
後

の
面

積
は
，
現
行

面
積

修
正

後
に

変
更

区
域

の
面

積
を

反
映

し
て

い
る
。

 
注

）
変
更

部
分

面
積

は
、

14
0.

6
と

な
り

、
四

捨
五

入
の

結
果

14
1h

a
と
し

た
。

 
 

国
 

公
 

私
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イ

  
関

連
事
項

 
 

 
 
 
（
ア

）
採

取
等
規

制
植
物

 
採

取
等
規

制
植

物
を

次
の

と
お

り
追
加

す
る

。
 

（
表

８
：

採
取

等
規

制
植

物
変

更
表
）

 
区
分
 

科
名
 

種
名
 

区
分
 

科
名
 

種
名
 

区
分
 

科
名
 

種
名
 

追
加
 

マ
ツ
バ
ラ
ン
 

マ
ツ
バ
ラ
ン
 

追
加
 

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
 

シ
コ
ク
マ
マ
コ
ナ
 

追
加
 

ラ
ン
 

オ
キ
ナ
ワ
チ
ド
リ
 

追
加
 

ホ
ン
グ
ウ
シ
ダ
 

ウ
チ
ワ
ホ
ン
グ
ウ
シ
ダ
 

追
加
 

 
 

ホ
ソ
バ
ヒ
メ
ト
ラ
ノ
オ
 

追
加
 

 
 

カ
キ
ラ
ン
 

追
加
 

イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
 

ヤ
ク
シ
マ
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
シ
ダ
 

追
加
 

イ
ワ
タ
バ
コ
 

イ
ワ
ギ
リ
ソ
ウ
 

追
加
 

 
 

カ
ゲ
ロ
ウ
ラ
ン
 

追
加
 

 
 

ヤ
ワ
ラ
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
シ
ダ
 

追
加
 

キ
キ
ョ
ウ
 

ツ
ル
ギ
キ
ョ
ウ
 

追
加
 

 
 

カ
ゴ
メ
ラ
ン
 

追
加
 

チ
ャ
セ
ン
シ
ダ
 

オ
オ
タ
ニ
ワ
タ
リ
 

追
加
 

キ
ク
 

イ
ワ
ギ
ク
 

追
加
 

 
 

ガ
ン
ゼ
キ
ラ
ン
 

追
加
 

オ
シ
ダ
 

ム
ラ
サ
キ
ベ
ニ
シ
ダ
 

追
加
 

 
 

オ
カ
オ
グ
ル
マ
 

追
加
 

 
 

キ
エ
ビ
ネ
 

追
加
 

ウ
ラ
ボ
シ
 

コ
マ
チ
イ
ワ
ヒ
ト
デ
 

追
加
 

 
 

チ
ョ
ウ
セ
ン
ノ
ギ
ク
 

追
加
 

 
 

キ
ヌ
ラ
ン
 

追
加
 

ナ
デ
シ
コ
 

カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
 

追
加
 

 
 

ヒ
ナ
ヒ
ゴ
タ
イ
 

追
加
 

 
 

キ
リ
シ
マ
エ
ビ
ネ
 

追
加
 

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
 

オ
キ
ナ
グ
サ
 

追
加
 

 
 

ヤ
ナ
ギ
ア
ザ
ミ
 

追
加
 

 
 

キ
ン
ラ
ン
 

追
加
 

ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
 

キ
ン
チ
ャ
ク
ア
オ
イ
 

追
加
 

ユ
リ
 

オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
 

追
加
 

 
 

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
 

追
加
 

 
 

サ
ツ
マ
ア
オ
イ
 

追
加
 

 
 

タ
マ
ム
ラ
サ
キ
 

追
加
 

 
 

ジ
ガ
バ
チ
ソ
ウ
 

追
加
 

 
 

サ
ン
ヨ
ウ
ア
オ
イ
 

追
加
 

 
 

ナ
ン
ゴ
ク
ヤ
マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
 

追
加
 

 
 

シ
ュ
ス
ラ
ン
 

追
加
 

ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
 

サ
ツ
マ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
 

追
加
 

 
 

ノ
ヒ
メ
ユ
リ
 

追
加
 

 
 

シ
ュ
ン
ラ
ン
 

追
加
 

 
 

ツ
メ
レ
ン
ゲ
 

追
加
 

 
 

ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
 

追
加
 

 
 

セ
ッ
コ
ク
 

追
加
 

 
 

ナ
ガ
サ
キ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
 

追
加
 

ヤ
マ
ノ
イ
モ
 

ツ
ク
シ
タ
チ
ド
コ
ロ
 

追
加
 

 
 

ダ
ル
マ
エ
ビ
ネ
 

追
加
 

バ
ラ
 

コ
ゴ
メ
イ
ワ
ガ
サ
 

追
加
 

イ
グ
サ
 

ハ
ナ
ビ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
 

追
加
 

 
 

ナ
ギ
ラ
ン
 

追
加
 

 
 

ツ
チ
グ
リ
 

追
加
 

イ
ネ
 

ウ
ン
ヌ
ケ
モ
ド
キ
 

追
加
 

 
 

ヒ
ナ
ラ
ン
 

追
加
 

マ
メ
 

シ
ロ
ヤ
マ
ハ
ギ
 

追
加
 

 
 

オ
オ
ア
ブ
ラ
ス
ス
キ
 

追
加
 

 
 

フ
ウ
ラ
ン
 

追
加
 

ツ
ゲ
 

タ
イ
ワ
ン
ア
サ
マ
ツ
ゲ
 

追
加
 

 
 

チ
ョ
ウ
セ
ン
ガ
リ
ヤ
ス
 

追
加
 

 
 

マ
メ
ヅ
タ
ラ
ン
 

追
加
 

リ
ン
ド
ウ
 

セ
ン
ブ
リ
 

追
加
 

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
 

ケ
タ
ガ
ネ
ソ
ウ
 

追
加
 

 
 

ム
カ
ゴ
ソ
ウ
 

追
加
 

ガ
ガ
イ
モ
 

ス
ズ
サ
イ
コ
 

追
加
 

 
 

ツ
ル
ナ
シ
オ
オ
イ
ト
ス
ゲ
 

追
加
 

 
 

ム
ギ
ラ
ン
 

追
加
 

 
 

ナ
ン
ゴ
ク
カ
モ
メ
ズ
ル
 

追
加
 

 
 

モ
エ
ギ
ス
ゲ
 

追
加
 

 
 

ヤ
ク
シ
マ
ア
カ
シ
ュ
ス
ラ
ン
 

追
加
 

ア
カ
ネ
 

ヘ
ツ
カ
ニ
ガ
キ
 

追
加
 

 
 

ヤ
ワ
ラ
ミ
ヤ
マ
カ
ン
ス
ゲ
 

追
加
 

 
 

ヤ
ク
シ
マ
ネ
ッ
タ
イ
ラ
ン
 

追
加
 

シ
ソ
 

ニ
ガ
ク
サ
 

追
加
 

ラ
ン
 

ウ
ス
ギ
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
 

追
加
 

 
 

ヤ
マ
ト
キ
ソ
ウ
 

追
加
 

 
 

ヤ
マ
ジ
ソ
 

追
加
 

 
 

エ
ビ
ネ
 

追
加
 

 
 

ユ
ウ
シ
ュ
ン
ラ
ン
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（
イ

）
普

通
地
域

 
普

通
地
域

の
区

域
の

一
部

を
，

次
の
と

お
り

変
更

す
る

。
 

（
表

９
：

普
通

地
域

変
更

表
）

 

都
道

府
県

名
 

変
更

後
 

変
更

前
 

区
 

域
 

面
積

（
ha

）
 

区
 

域
 

面
積

（
ha

）
 

鹿
児

島
県

 
枕

崎
市

 
火

之
神
町
，
火
之

神
岬

町
，
火
之

神
北
町

の
各

一
部

及

び
火

之
神

岬
町

の
地

先
海

岸
 

南
さ

つ
ま

市
 

大
浦

町
，
笠

沙
町

赤
生

木
，
笠
沙

町
片
浦
，
坊
津

町
秋

目
，
坊

津
町

久
志

，
坊

津
町

泊
，
坊
津

町
坊

の
各

一
部

及
び

そ
の

地
先

海
岸

 

2,
53

1 
枕

崎
市
火

之
神

町
，
火

之
神
岬

町
，
火
之

神
北

町
の

各

一
部

及
び

そ
の

地
先

海
面

 
坊

津
町
大

字
坊
，
大
字

泊
，
大

字
久
志
，
大
字

秋
目

の

各
一

部
及

び
そ

の
地

先
海

面
 

大
浦

町
の

一
部

及
び

そ
の

地
先

海
面

 
笠

沙
町
大

字
片

浦
，
大
字

赤
生

木
の
各

一
部

及
び

そ
の

地
先

海
面

 

2,
02

5 

 
変

更
部
分

面
積

計
 

50
6 

 
変

更
前
普

通
地

域
面

積
 

2,
02

5 

 
変

更
後
普

通
地

域
面

積
 

2,
53

1 13
 

80
5 

1,
71

3 
注

）
変
更

前
面

積
は

，
現

在
の

公
園
計

画
書

記
載

の
面

積
を

Ｇ
Ｉ
Ｓ

に
よ

る
面

積
測

定
に

よ
り
修

正
（

65
ha

増
）
し
た

も
の
。
変
更

後
の

面
積

は
，
現

行
面

積
修

正
後
に

変
更

区
域

の
面

積
を

反
映

し
て

い
る
。

 
 

国
 

公
 

私
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ウ

 
 
面

積
内

訳
 

地
域

地
区

別
土

地
所

有
者

別
及

び
市
町

村
別

面
積

は
次

の
と

お
り
と

な
る

。
 

（
表

10
：
地

域
地

区
別

土
地
所

有
別
面

積
総

括
表

）
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
（

単
位

：
面

積
ha

，
比

率
%
）

 

  （
表

11
：

地
域

地
区
別

市
町

村
別

面
積

総
括

表
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

 
（

単
位
：

ha
）

 
 

現
 

 
 

 
 

行
 

変
 

更
 

後
 

増
減

 
地

域
地

区
名

 

  
市

町
村
名

 

特
別

地
域

 
普

通
 

地
域

 
（

陸
域

）
 

合
計

 
（

陸
域

）
 

（
A）

 

普
通

 
地

域
 

（
海

域
）

 

合
計

 
（

海
域

）
 

（
A’
）

 

特
別

地
域

 
普

通
 

地
域

 
（

陸
域

）
 

合
計

 
（

陸
域

）
 

（
B）

 

普
通

 
地

域
 

（
海

域
）

 

合
計

 
（

海
域
）

 
（

B’
）

 

陸
域

 
（

B－
A）

 
海

域
 

（
B’
－

A’
）

 
第 １ 種 

第 ２ 種 

第 ３ 種 

小 計 

第 １ 種 

第 ２ 種 
第 ３ 種 

小 計 

鹿 児 島 県 

枕
崎

市
 

－
 

32
 

0 
32

 
11

5 
14

7 

7,
53

8 
7,

53
8 

－
 

32
 

0 
32

 
11

5 
14

7 

7,
53

8 
7,

53
8 

64
7 

0 
南

さ
つ
ま

市
 

－
 

38
9 

58
 

44
7 

1,
91

0 
2,

35
7 

－
 

38
9 

19
9 

58
8 

2,
41

6 
3,

00
4 

合
 

 
 

 
計

 
－

 
42

1 
58

 
47

9 
2,

02
5 

2,
50

4 
－

 
42

1 
19

9 
62

0 
2,

53
1 

3,
15

1 

注
）

現
行

は
，

現
在

の
指

定
書

及
び
公

園
計

画
書

記
載

の
面

積
を

Ｇ
Ｉ
Ｓ

に
よ

り
修

正
し

た
も

の
。

変
更
後

の
面

積
は

，
修

正
後

の
現

行
面
積

に
変

更
区
域

の
面

積
を

反
映

し
て

い
る
。

 
 

 

地
域

区
分

 
特

別
地

域
 

普
通

地
域

 
（

陸
域
）

 
合

 
 

 
計

 
（

陸
域

）
 

普
通

 
地

域
 

(海
域

) 

 
合

計
 

(海
域

) 
 

地
種

区
分

 
第

１
種

特
別
地

域
 

第
２

種
特

別
地

域
 

第
３

種
特

別
地

域
 

土
地

所
有

別
 

国
 

公
 

私
 

国
 

公
 

私
 

国
 

公
 

私
 

国
 

公
 

私
 

国
 

公
 

私
 

7,
53

8 
（

10
0.

0）
 

7,
53

8 
（

10
0.

0）
 

     合 計  

土
地

所
有

別
面

積
 

－
 

－
 

－
 

15
 

19
2 

21
4 

0 
25

 
17

4 
13

 
80

5 
1,

71
3 

28
 

1,
02

2 
2,

10
1 

地
種

区
分

別
面

積
 

 
42

1 
(1

3.
4)

 
19

9 
(6

.3
) 

2,
53

1 
(8

0.
3)

 
3,

15
1 

(1
00

.0
) 

（
比

 
率

）
 

地
域

地
区

別
面

積
 

62
0 

(1
9.

7)
 

（
比

 
率

）
 

地
域

別
面

積
 

62
0 

(1
9.

7)
 

（
比

 
率

）
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事

業
計
画

の
変

更
内

容
 

 
 

（
１

）
施

設
計

画
 

 
 

 
ア

 
 
利

用
施

設
計

画
 

利
用

施
設

計
画

の
一

部
を

次
の

と
お
り

変
更

す
る

。
 

 
 

 
 
（

ア
）

道
路

 
次

の
歩

道
を

追
加

す
る
。

 
（

表
12

：
道

路
（

歩
道

）
表

）
 

番
号

 
路

線
名

 
区

 
 

 
 

間
 

主
要

経
過

地
 

整
備

方
針

 
告

示
年

月
日

 

7 
亀

ヶ
丘

 

起
点

－
南

さ
つ

ま
市

坊
津

町
秋

目
（

長
瀬
・

県
立

自
然

公
園

境
界

）
 

終
点

－
南

さ
つ

ま
市

大
浦

町
（

大
川

路
山
・

県
立

自
然

公
園

境
界

）
 

亀
ヶ

丘
 

坊
津

町
秋

目
字

長
瀬

の
国

道
22

6号
か
ら

大
浦

町
字

大
川
路

山
の
町

道
に

至
る

歩
道

と
し

て
整

備
す

る
。

 
 

 
次

の
歩

道
を

次
の

と
お
り

変
更

す
る
。

 
（

表
13

：
道

路
（

歩
道

）
変

更
表

）
 

現
 

 
行

 
新

 
 
規

 
番

号
 

路
線

名
 

区
 

 
間

 
主

要
経

過
地

 
整

備
方
針

 
告

示
年

月
日

 
番

号
 

路
線

名
 

区
 

 
間

 
主

要
経
過

地
 

整
備

方
針

 
理

由
 

4 
野

間
岳
登

山
道

 

起
点

－
南

さ
つ

ま
市

笠
沙

町
野

間
神

社
 

終
点

－
南

さ
つ

ま
市

笠
沙

町
野

間
岳

山
頂

 

野
間

神
社

，

野
間

岳
 

笠
沙

町
野

間
神

社
か

ら
笠

沙
町

野
間

岳
山

頂
へ

至
る

歩
道

と
し

て
整

備
す

る
。

 
平

15
.0

5.
06

 
4 

野
間

岳
登

山
道

 

起
点

－
南

さ
つ

ま
市

笠
沙

町
片

浦
（

野
間

神

社
・

県
立

自
然

公

園
境

界
）

 
終

点
－

南
さ

つ
ま

市
笠
沙

町
（

片
浦

・
県

立

自
然

公
園

境
界

）
 

野
間

神
社

，

野
間

岳
 

南
さ

つ
ま

市
笠

沙
町

片
浦

野
間

神
社

か
ら

笠
沙

町
野

間
岳

山
頂

を
経

由
し

、
笠

沙
町

片
浦

へ
至

る
歩

道
と

し
て

整
備

す
る

。
 

公
園

区
域

拡
張

の

た
め

。
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 参考事項 

参考事項を次のとおり変更する。 
（表 14：参考事項変更表） 

変更後 変更前 
（１）過去の経緯 

昭和 28 年 3 月 31 日 公園区域の指定 
 
昭和 30 年 3 月 28 日  利用計画の決定 
 
昭和 32 年 4 月 15 日 特別地域の決定 
 
平成 15 年 5 月 6 日 公園区域及び公園計

画の一部変更 
 

（１）過去の経緯 
ア 公園区域 

昭和 28 年 3 月 31 日 公園区域の指定 
イ 利用計画 

昭和 30 年 8 月 25 日  利用計画の決定 
ウ 保護計画 

昭和 32 年 4 月 15 日 特別地域の指定 
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坊
野

間
県

立
自

然
公

園
区
域

変
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図
 

位
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図
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1
 

2
 

3
 

4
 

2
 

拡
 

1
 

拡
 

1
 

拡
 

5
 

削
 

5
 

削
 

5
 

削
 

5
 

削
 

5
 

削
 

凡
 

 
 

例
 

【
拡
張

2
】
 

①
 
－

 
②

 
道

路
敷
（

除
）

界
 

②
 
－

 
③

 
地

番
界
 

③
 
－

 
④

 
道

路
敷
（

除
）

界
 

④
 
－

 
①

 
地

番
界
 

 

坊
野

間
県

立
自

然
公

園
区
域

変
更

図
１
 

-28-



 

 

3
 

拡
 

4
 

拡
 

1
 

2
 

3
 

4
 

6
 

5
 

8
 

9
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

7
 

1
3
 

凡
 

 
 

例
 

【
拡

張
3
】
 

①
 
－

 
②

 
地

番
界

 

②
 
－

 
③

 
道

路
敷

（
除
）

界
 

③
 
－

 
④

 
地

番
界

 

④
 
－

 
⑤

 
道

路
敷

（
除
）

界
 

⑤
 
－

 
⑥

 
地

番
界

 

⑥
 
－

 
⑦

 
道

路
敷

（
除
）

界
 

⑦
 
－

 
⑧

 
地

番
界

 

⑧
 
－

 
⑨

 
道

路
敷

（
除
）

界
 

⑨
 
－

 
⑩

 
地

番
界

 

⑩
 
－

 
⑪

 
道

路
敷

（
除
）

界
 

⑪
 
－

 
⑫

 
地

番
界

 

⑫
 
－

 
⑬

 
道

路
敷

（
除
）

界
 

⑬
 
－

 
①

 
地

番
界

 

1
 

2
 

凡
 

 
 

例
 

【
拡

張
4
】
 

①
 
－

 
②

 
地

番
界

 

②
 
－

 
①

 
道

路
敷

（
除

）
界
 

坊
野

間
県

立
自

然
公

園
区
域

変
更

図
２
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1
 

拡
 

1
 

拡
 

1
 

2
 

9
 

凡
 

 
 

例
 

【
拡
張

1
】

 
①

 
－

 
②

 
旧

国
道

敷
（

除
）
界

 

②
 
－

 
①

 
道

路
敷

（
含

）
界
 

【
削
除

5
】

 
③

 
－

 
④

 
旧

国
道

敷
（

含
）
界

 

④
 
－

 
③

 
道

路
敷

（
除

）
界
 

【
削
除

5
】

 
⑤

 
－

 
⑥

 
旧

国
道

敷
（

含
）
界

 

⑥
 
－

 
⑤

 
道

路
敷

（
含

）
界
 

【
削
除

5
】

 
⑦

 
－

 
⑧

 
道

路
敷

（
除

）
界
 

⑧
 
－

 
⑦

 
旧

国
道

敷
（

含
）
界

 

【
拡
張

1
】

 
⑨

 
－

 
⑩

 
道

路
敷

（
含

）
界
 

⑩
 
－

 
⑨

 
旧

国
道

敷
（

除
）
界

 

【
削
除

5
】

 
⑩

 
－

 
⑪

 
旧

国
道

敷
（

含
）
界

 

⑪
 
－

 
⑩

 
道

路
敷

（
除

）
界
 

【
削
除

5
】

 
⑫

 
－

 
⑬

 
道

路
敷

（
除

）
界
 

⑬
 
－

 
⑫

 
旧

国
道

敷
（

含
）
界

 

 

1
0
 

5
 

削
 

5
 

削
 

5
 

削
 

5
 

削
 

5
 

削
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

1
2
 

1
3
 

1
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然
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園
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図
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間
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立
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然
公

園
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護

規
制

計
画

変
更
図

 
位

置
図
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坊
野

間
県

立
自

然
公

園
保

護
規

制
計

画
変

更
図

１
 

 2
特

普
 

【
削

除
1】

 

 外
 

2
特

【
拡
張

1】
 

※
詳

細
は

変
更

図
3
に

示
す

。
 

※
詳

細
は

変
更

図
4
に

示
す

。
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坊
野

間
県

立
自

然
公

園
保

護
規

制
計

画
変

更
図

２
 

 外
 

3
特

【
拡

張
2】

 

 外
 

3
特

【
拡
張

3】
 

 外
 

3
特

【
拡
張

4】
 

※
詳

細
は

変
更

図
5
に

示
す
。

 

※
詳

細
は

変
更

図
5
に

示
す
。

 

※
詳

細
は

変
更

図
6
に

示
す

。
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坊
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県

立
自

然
公

園
保

護
規

制
計

画
変

更
図

３
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6
 

7
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例
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削
除

1
】
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②
 

地
番

界
 

②
 

－
 

③
 

道
路

敷
（

含
）

界
 

③
 

－
 

④
 

汀
線

界
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旧
汀

線
含

む
）
 

④
 

－
 

⑤
 

地
番

界
 

⑤
 

－
 

⑥
 

道
路

敷
（

含
）

界
 

⑥
 

－
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